
様式第９ 

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書 

 

１ 目標の達成状況 

（ごみ処理） 

 ※１ 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回収量に対する割合を記載。 

 ※２ 排出量は実績の割合/目標の割合を記載。再生利用量・最終処分量については、（実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載。 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

八王子市 
 

平成 25 年 4 月１日から 

令和 2 年 3 月 31 日まで 

平成 25 年 4 月１日から 

令和 2 年 3 月 31 日まで 

指      標 

 

現状（割合※１） 

（平成23年度） 

目標（割合※１） 

 （令和2年度） A 
実績（割合※１） 

  （令和2年度）   B 
実績/目
標※２ 

排出量 

 

 

 

 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

生活系 総排出量 

    １日・1人当たりの排出量 

   31,519 t 

      1.96t 
  110,435ｔ 

 451 g/人・日 

    29,242t 

      1.66t 

   106,158t 

  365g/人・日 

(-7.2%) 

(-15.3%) 

(-3.9%) 

(-19.1%) 

   23,505t 

     1.16t 

  100,436t 

 399g/人・日 

( -25.4%) 

( -40.8%) 

( -9.0%) 

(-11.5%) 

 352.8% 

 266.7% 

 230.8% 

  60.2% 
合 計 事業系生活系総排出量合計    142,207t  135,653t (-4.6%)  124,038t (-12.8%)  278.2% 

再生利用量 

 

直接資源化量 

総資源化量 

32,812t 

   54,552t 

(23.1%) 

(38.4%) 

    43,937t 

    65,308t 

(32.4%) 

(48.1%) 

   31,476t 

   54,536t 

( 25.4%) 

( 42.0%) 

  24.7% 
  37.1% 

エネルギー回収量 エネルギー回収量（年間の発電電力量）          
16,758MWh 

          
21,200MWh 

 

 

        
20,489MWh 

 
96.6% 

減量化量 中間処理による減量化量    96,215t (67.7%)     79,396t (58.5%)    75,463t ( 60.8%)   95.0% 
最終処分量 埋立最終処分量       380t (0.4 %)         72t (0.1%)         0t (    0%)  133.3% 



（生活排水処理） 

※３ （実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載

指      標 

 

現 状 

（平成23年度） 

目 標 

 （令和２年度） A 
実 績 

 （令和２年度） B 
実績/目
標※３ 

総人口  563,053 人 592,615 人 561,344 人    ―  
公共下水道 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

540,436 人 
              96.0％ 

589,278 人 
             99.44％ 

549,646 人 
             97.92％ 

93.27% 
55.81% 

集落排水施設等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

0 人 
               0.0％ 

0 人 
               0.0％ 

                 0％      0% 
      % 

合併処理浄化槽等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

10,473 人 
               1.9％ 

2,927 人 
              0.49％ 

5,624 人 
             1.00％ 

192.14% 
63.82% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 
12,144 人 410 人 6,074 人 

 
1481.4% 



２ 各施策の実施状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ 事業実施による二酸化炭素削減効果について 

（１）削減量（実績） 

 

（２）削減量に達しなかった場合の原因 

 

 

 

 

 

（事業実施による本報告の対象とする期間における二酸化炭素の削減量について、算定方法及び算定根拠と併せて記入する。また、算定根
拠として使用した具体的な資料を添付する。） 

 

CO2 削減率：51.2% （計画値：43.0%） 

検証データは、以下を採用。 

工事前：2013 年 9 月 1 日～9 月 30 日 

工事後：2019 年 8 月 1 日～8 月 3 日 

工事後の運転データは、工事を主に実施した 1、2 号炉の 2 炉運転時の日報データもとに算定。 

計算書は、別添のとおり。 

 

 

［添付ファイル］ 

09_添付資料_CO2 削減検証報告書 

 

（（１）の削減量（実績）が、延命化計画又は同様の内容を含む他の計画において算定した二酸化炭素削減量に達しなかった場合に、その
原因を分析し、その結果を詳細かつ具体的に記入する。（上記計画において算定した二酸化炭素削減量に達した場合は、記入を要しない。）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 目標の達成状況に関する評価 
 

 

（ごみ処理） 

排出量 

・令和 2 年度事業系排出量目標 29,242t、1 事業所当たりの排出量 1.66t に対し実績値は 23,505t、1 事業所当たりの排出量 1.16t で目標
値を達成した。 
・令和 2 年度生活系排出量目標 106,158t、1 日 1 人当たりの排出量 365g/人・日に対し実績値は 100,436t 、1 日 1 人当たりの排出量 399g/
人・日であった。計画立案時点から 51 g/人・日排出量は削減できているものの、当初計画により見込んでいた啓発施策による発生抑制効果を過大
に設定していたこと、新型コロナウイルスにより生活様式が変わったことに起因し、1人当たりの排出ごみ量が増加したことが要因と考え
られる。 
(参考値：R元年度 383g/人・日 1年で 17g/人・日増) 
・令和 2 年度事業系生活系総排出量合計目標 135,653ｔに対し実績値 124,038t で目標値を達成した。生活系の 1 人当たりの排出量は目標
値を達成できていなかったが、当初計画により見込んでいた人口に対し、現在の人口が減少していること(R2 年計画人口：577,845 人、実績人口：
561,872人)で総排出量が減となったことや、事業系ごみの排出量の削減が大幅に促進したため達成できたと考えられる。 
 

再生利用量 

・令和 2年度再生利用量目標 直接資源化量 43,937t、総資源化量 65,308tに対し、直接資源化量  31,476t、総資源化量  54,536t であった。
当初計画により見込んでいた人口に対し、現在の人口が減少していること(R2 年計画人口：577,845 人、実績人口：561,872 人)及びペーパーレス化や
ペットボトル、びん・かん等の軽量化、薄肉化により、資源物自体の重量が減少していることが要因と考えられる。 

 
エネルギー回収量 
・令和2年度エネルギー回収量目標値21,200MWhに対し実績値20,489MWhであった。基幹改良工事の際に戸吹清掃工場の発電機の出力を2,080kWから2,600kW
に増加しており、計画当初よりごみ量排出量が減少している中、エネルギー回収量は増となっている。排出量当たりのエネルギー回収量が0.165MWh/tで仮に目標値の
排出量(135,653ｔ)であった場合22,382 MWhとなり、目標値を達成したといえる。 
 

減量化量 
・令和2年度減量化量目標値79,396t(58.5%)に対し実績値 75,463t(60.8%)であった。計画当初より減量化量は削減できており、総排出量に対
する割合を見ても概ね達成できているといえる。 
 
最終処分量 
・平成30年度より、たま広域資源循環組合への不燃物埋め立て量0ｔを継続しており、令和2年度最終処分量目標値72tに対し実績値0ｔで目標
を達成した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生活排水処理） 

公共下水道処理人口 

・公共下水道処理人口の令和 2 年度実績値は 549,646 人、人口普及率は 97.92％であった。新型コロナウイルス感染拡大の影響により生活
の変化もあり金銭的にも不安定な世帯が増加し接続促進をするも、公共下水道への切替えに結びつかなかったため、令和 2 年度目標値
を達成できなかった。 

 

合併処理浄化槽等 

・合併処理浄化槽人口の令和 2 年度実績値は 5,624 人、行政区域人口 592,615 人に対し 1.00％であった。令和 2 年の組織変更に伴い業務の
拡大影響により戸別訪問が進まなかった。また、金銭的にも不安定な世帯が増加し、汲みとりし尿・単独浄化槽から市設置型浄化槽（高
度処理合併槽）転換に結びつかなかったため、令和 2 年度目標値を達成できなかった。 

 

未処理人口 

・汚水衛生未処理人口の令和 2 年度実績値は、目標値 410 人に対し 6,074 人であり大幅に令和 2 年度目標値を達成できなかった。新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響により生活の変化もあり金銭的にも不安定な世帯が増加し、浄化槽整備区域（し尿・単独浄化槽）の市設置
型浄化槽転換（高度処理合併槽）による水洗化が進まなかったため、令和 2 年度目標値を達成できなかった。 

 

 



（都道府県知事の所見） 

 

（ごみ処理） 

事業系ごみの総排出量及び１事業所当たりの排出量の目標達成については、新型コロナ感染対策に伴う営業自粛の影響のほか、事業所
への訪問指導や搬入物検査、持込手数料の改定及び優良認定制度の導入等、事業系一般廃棄物の発生抑制及び減量化に向けた施策を積極
的に行ったことが要因と考える。 

 生活系ごみについては、総排出量は目標を達成しており、これは、市民・事業者・ＮＰＯ等多様な主体との協働やイベント・キャンペ
ーンでの普及啓発及び環境学習の推進等の施策を積極的に行ったことが要因と考える。１日・１人当たりの排出量については、目標未達
成となったが、本計画立案当初の現状数値から約１１．５パーセント減量しており、新型コロナ感染対策に伴う片付けごみの増加等を考
慮すると、やむを得ない数値であると考える。 

 再生利用量については、直接資源化量・総資源化量ともに目標未達成となったが、この要因は人口減やペーパーレス化の進行、プラ・
ビン・缶等資源物自体の重量減及び廃棄物の総排出量が削減されたことによるものと考えられる。今後もペーパーレス推進等が見込まれ
るため、次回計画立案時には精査することが必要と考える。 

 エネルギー回収量及び減量化量はともに目標達成となった。これは、計画期間内に処理施設の基幹的設備改良工事及び更新工事が行わ
れ、それにより処理性能が向上した効果であると考える。 

 八王子市ではごみ発生抑制及び減量化に向け、ホームページや広報等での情報発信や環境学習、事業者向け講習会などを行っており、
今後もこうした施策を継続的に遂行することで市民への普及啓発が進むことを期待する。また、次期計画では新たな処理施設の整備が予
定されているため、今後の更なるごみの減量化推進を期待する。 

 

（生活排水処理） 

八王子市は生活排水処理対策として、公共下水道への接続及び合併処理浄化槽等整備により未処理人口を減少させることを目標として
いる。今回の地域計画では、公共下水道人口及び合併処理浄化槽人口、未処理人口ともに、目標を達成することができなかった。 

公共下水道への接続促進については、戸別訪問等を実施してきたものの、平成２７年度の実績５３２件に対し、令和元年度の実績は 

１３９件と、大幅に落ち込んでいる。 

浄化槽整備事業については、平成２５、２６年度は順調に設置が進んでいたが、平成２７年度の実績は前年度の半数、平成２８年度以
降は１～２基という実績であった。 

これらは、市役所内の組織改正や、新型コロナウイルス感染拡大の影響により金銭的に不安定な世帯が増加したことが要因と考えられ
る。 

しかしながら、総人口に占める汚水衛生未処理人口の割合は、現状（平成２３年度）と比較すると大幅に改善（２．１％→１．０８％）
しており、そもそも全体の目標値が過大だったと考えられる。 


